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で，剖検例では 13 〜 22％に発見される 1 ）2 ）．多
くは無症候性であるが 3 ），時として頭痛，視力視
野障害，下垂体前葉機能低下症，尿崩症，高プロ
ラクチン血症などの症状を呈することがある 3 ）4 ）．
しかしラトケ嚢胞の合併症として無菌性髄膜炎を























ニン・L-dopa の 3 種類の成長ホルモン分泌刺激
試験すべてで GH 頂値が 1.0ng/mL 未満であった
ため，器質的な GHD を疑われ頭部 MRI を施行





では GH 分泌低下とともに，TSH の過小反応が





10 歳 10 カ月時に身長増加率の低下を主訴に当院を初回受診し，11











L-dopa 負荷試験 0.03 0.49

















負荷前 93 0.12 2.18 11.7 2.2 1.1 18.8 123.6
15 分後 47 0.07 8.92 37.8 3.1 5.7 30.9 42.2
30 分後 47 0.69 6.84 25.4 3.6 6.0 31.6 33.3
90 分後 86 0.53 6.84 21.5 4.3 6.4 25.8 12.9
120 分後 104 0.22 5.32 13.1 4.6 5.3 16.0 7.5
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MRI では，術後半年後（11 歳 6 カ月）に下垂体
腫瘤の増大が確認され，ラトケ嚢胞の再発と考え
られていた（図 4 ）．





拍 74 回 / 分，呼吸数 20 回 / 分 







入院時検査所見（表 3 ）：WBC 8850/
μL，CRP 2.64mg/dL と炎症反応が軽
度 上 昇 し て い た．F-T3  1.21pg/mL，
F-T4 0.77ng/dL，TSH 0.125μIU/mL
















した MRI では，腫瘤内の内容液に T 2 強調像で腹
側が高信号（図 5 a），背側が低信号（図 5 b）と，
図 2
11 歳 0 カ月（初回手術 1 カ月前），トルコ鞍〜鞍上部にかけて嚢胞性病変あり（部位を
矢印で示す）．
（T1 強調像） （T2 強調像）
図 3
11歳 1 カ月（初回経蝶形骨洞法内視鏡下嚢胞開窓術施行 1 週間後），嚢胞性病変は縮小（部
位を矢印で示す）．
（T1 強調像） （T2 強調像）
表 3　入院時血液生化学検査（12歳 0 ケ月）
生化学 Ca 9.3mg/dL
TP 7.2g/dL Na 135mEq/L
Alb 4.6g/dL K 3.8mEq/L
AST 19IU/L Cl 104mEq/L
ALT 10IU/L 甲状腺機能
LDH 261IU/L F-T3 1.21pg/mL
ALP 678IU/L F-T4 0.77ng/dL
T-Bil 1.6mg/dL TSH 0.125μIU/mL
D-Bil 0.1mg/dL 血算
CPK 82IU/L WBC 8.85 × 103/μL
Amy 30IU/L 　Neu 86.4％
BS 136mg/dL 　Lym 10.1％
CRP 2.64mg/dL Hb 13.0g/dL
BUN 16mg/dL Ht 37.4％




























検 査 で GH 0.12ng/mL，IGF-1 77ng/
mL と低下しており成長ホルモン分
泌不全症は残存したものの，第 11 病
日（再手術 2 日後）には TSH 0.577μ


























11 歳 4 カ月 12 歳 0 カ月 12 歳 3 カ月 14 歳 6 カ月
初回手術３カ月後 髄膜炎時 再手術 2 日後 再手術 2 カ月後
FT3（pg/mL） 3.0 1.21 1.6 3.2 2.85
FT4（ng/mL） 1.03 0.77 1.3 0.88 1.00
TSH（μIU/mL） 2.528 0.125 0.577 1.669 0.83
図 4
11 歳 11 カ月（髄膜炎発症約 1 カ月前）再発（部位を矢印で示す）．
（T1 強調像） （T2 強調像）
図 5 a
12 歳時（髄膜炎発症時）．
































































である．術後の再発率は 0-33％とされている 4 ）．




















2 ）Anna Mrelashvili, Sherri A. Braksick, Lauren L. 
Murphy. Chemical meningitis: A rare presenta-
tion of Rathke’s cleft cyst. Journal of Clinical 
表 5　髄液検査    
細胞数 608/mm3 蛋白 40mg/dL
　単核球 70％ 糖 52mg/dL




















6 ）Woo Mok Byun, Oh Lyong Kim, Dong sug kim. 
MR Imaging Findings of Rathke’s Cleft Cysts: 











10）Hiroshi Maruyama, Yasumasa Iwasaki, Makoto 
Tsugita, et al. Rathke’s Cleft Cyst with Short-
Term Size Change in Response to Glucocor-
ticoid Replacement. Endocrine Journal 2008；
55：425-428.
11）Takeyoshi Shimoji M. D, Akira Shinohara M. D, 
Akira Shimizu M. D, et al. Rathke Cleft Cysts. 
Surg Neurol 1984；21：295-310.
12）松下葉子，川端信司，小川竜介ほか．再発を繰
り返した症候性ラトケ嚢胞に対する手術例．日
本内分泌学会雑誌 2004；80：104-107.
